
 

Let's make the splint  
初回は、基本的な Wrist Cock-Up Splint の作り方について紹

介します。この Radial Bar Wrist Cock-Up Splint は、掌側タ

イプにも背側タイプにも作製可能です。 
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１．１．１．１．設設設設                定定定定    

 WRIST 伸展 ２０°〜 ３０° 

 前腕中間位・回内位 

 MP 関節の動きを妨げない 

 ⺟指は⽰指、中指と３点つまみが⼗分にできる 

 手のアーチが支持されている    

２．２．２．２．材材材材                料料料料    

 スプリント材 [2.4mm、3.6mm 厚] 

 形状記憶性＋、自己接着性＋、伸張性高い 

 マジックテープ（粘着フック、ループ） 

３．作製手順 

a.  Measuring 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 手掌幅 ＝ a 

② 中・環指 web space 〜 Wrist crease ＝ b 

③ Wrist crease 〜 Elbow crease ＝ c 

④ 次の A、B の⻑さを求める 

� A＝a＋４〜５㎝ 

� B＝ｂ＋１／２ｃ 

Radial bar    Wrist    Cock-up    Splint 

    

①①①①  

②②②②    

③③③③    
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b.  Cutting 

 

 

 

 

 

① Acmを横辺、Bcmを縦辺とする⻑⽅形を切りだす 

② 左図のように作図する（点線は補助線） 

 

③ Thumbの膨らみは⺟指球⽪線くらいまで 

 

④ Pre heatingし、Thumb とMP関節部を切り取る 

 

c.  Heating 

 
 

① 適正温度を設定 

② スプリント材を十分に軟化 

③ ヒートパンより取り出す際はヒートパンライナー

ごと引き上げる 

d.  Molding 

� 製作者は患⼿の前腕⻑軸延⻑線上に位置する 

� 必ず肘部を机上に固定する 

� ⼿関節は脱⼒して伸展位をとらせる 

AAAA    

BBBB    

２㎝ 

5 ㎝ 

3cm 
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①①①①①①①①        温めたスプリント材を手掌部にのせる 

②②②②②②②②        この際、第一指間腔にRadial barを入れるように

する 

③③③③③③③③        前腕⻑軸のずれがないようにする 

 

④④④④④④④④        まず、手背にまわったRadial barと手部のスプリ

ント尺側を少しつまんで伸ばし手背で仮止めする 

 

 

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤        次に手関節部背側で仮止めする 

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥        最後に前腕部で仮止めする 

⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦        この時仮⽌めの部分が⻑軸⽅向に⼀直線になって

いる 

⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧        軽く⼿関節の角度と⼿のアーチを半硬化するまで

保持しておく 
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e.  Trimming 

 
①①①①①①①①        スプリント材の形が安定した時点でトリミング

線を描く 

②②②②②②②②        トリミング線は水性ペンを用いる 

③③③③③③③③        トリミングはモールドの肢位でおこなう 

④④④④④④④④        ＭＰ関節を十分に出す、特に尺側は遠位手掌皮線

より約 1cm 遠位にラインを引く 

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤        ⺟指球を出す 

 

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥        バランス良く⼿掌部、前腕幅 1/2 のラインを引く 

 

⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦        Radial bar は示指中手骨あたりでラウンドカッ

トしておく 

⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧        橈骨茎状突起部をさけてラインを描く 
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f.  Smoothing 

 

[Piping] 

①①①①①①①①        ⺟指を内転した際、Radial bar があたるようなら

ポリクッションを巻く 

 

 

 

 

 

[Flaring] 

①①①①①①①①        前腕端を温めて軽く軟化させる 

②②②②②②②②        内側から外側に向かってなでつけるようにしてフ

レアをつける 

 

 
⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨        スプリント材が完全に硬化する前に手早くトリ

ミングする 

⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩        角は全てラウンドカットにする 
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g.  Strapping 

  

① Key Strap 

② Support Strap 

③ Assist Strap  

 

h.  Fitting Check 

 

 

 

□□□□    手関節背屈２０手関節背屈２０手関節背屈２０手関節背屈２０°～３０°°～３０°°～３０°°～３０°になっているになっているになっているになっている    

□手のアーチが保たれている□手のアーチが保たれている□手のアーチが保たれている□手のアーチが保たれている    

□示指～小指□示指～小指□示指～小指□示指～小指 MPMPMPMP 関節の屈曲を妨げない。関節の屈曲を妨げない。関節の屈曲を妨げない。関節の屈曲を妨げない。    

□母指の対立を妨げない□母指の対立を妨げない□母指の対立を妨げない□母指の対立を妨げない    

□遠位部が前腕□遠位部が前腕□遠位部が前腕□遠位部が前腕 2222／／／／3333 まで支持しているまで支持しているまで支持しているまで支持している    

□周径の半分以上を覆っている□周径の半分以上を覆っている□周径の半分以上を覆っている□周径の半分以上を覆っている    

□尺側部が小指球まで覆われている□尺側部が小指球まで覆われている□尺側部が小指球まで覆われている□尺側部が小指球まで覆われている    

□ストラップの位置が適切である□ストラップの位置が適切である□ストラップの位置が適切である□ストラップの位置が適切である    

□外観がスムーズになっている□外観がスムーズになっている□外観がスムーズになっている□外観がスムーズになっている    

（歪み、指紋、ねじれがない）（歪み、指紋、ねじれがない）（歪み、指紋、ねじれがない）（歪み、指紋、ねじれがない）    

□スプリントの角，ストラップがラウンドカットになっている□スプリントの角，ストラップがラウンドカットになっている□スプリントの角，ストラップがラウンドカットになっている□スプリントの角，ストラップがラウンドカットになっている    

□以下にあたりがない□以下にあたりがない□以下にあたりがない□以下にあたりがない    

□□□□1st Web 1st Web 1st Web 1st Web SpaceSpaceSpaceSpace        □母指□母指□母指□母指 CMCMCMCM 関節（下部）関節（下部）関節（下部）関節（下部）    

□示指□示指□示指□示指~~~~小指小指小指小指 MPMPMPMP 関節関節関節関節    □手掌尺側□手掌尺側□手掌尺側□手掌尺側    

□橈骨茎状突起□橈骨茎状突起□橈骨茎状突起□橈骨茎状突起            □尺骨茎状突起□尺骨茎状突起□尺骨茎状突起□尺骨茎状突起            □前腕近位端□前腕近位端□前腕近位端□前腕近位端    

□着脱が容易にできる□着脱が容易にできる□着脱が容易にできる□着脱が容易にできる    

②②②②  

①①①①  

③③③③  

③  


